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研究概要
現在、家庭部門は各産業の商品・サービスの最終需要の中で最大の割合を占めており、今後の低炭素社会形成の

各方面と緊密に関与している。そして、ライフスタイルの変化（行動変容）は、エネルギー消費量の変化にも大きく関

わっている。また、不健康な食事と栄養不良は疫病負担に関連するリスク因子の上位 10 の中に含まれ、現行の食料

生産と消費パターンは環境と自然資源の基盤に大きな被害を与えている。環境と栄養の両方の観点から、持続可能か

つ栄養バランスの良い食生活の実現が非常に重要である。本研究では、ライフスタイルの変化による CO2 削減量を推

計し、2050 年の日本社会全体のカーボンニュートラル目標と SDGs 2、3、4、6、7 を考慮した人々の食生活に関す

る行動変容に基づくシナリオを策定し、これからの持続可能な食生活の形成に関して理論と実証の両面から検討する。

持続可能で健康・栄養を改善する食事を推進するため、社会文化的に受容可能で経済的にも利用しやすい提案を明示

する。これらの操作により、栄養面と環境負荷を同時に考え、人口構成を考慮する人口属性別の持続可能な食生活を

提案できることが期待される。
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